




研究目的

　新生児集団の染色体異常個体頻度に関する研究は,すでに欧米にはいくつか

あるが,本邦にはまったくない。そこで年間出生数の多い一般産院の協力を得

て,日本人新生児集団の染色体異常個体頻度を推定し,併せて新生児期のリンパ

球に見られる染色体異常の種類と頻度を調査した。


